
社会科固有の「読解力」形成のための授業構成と実
践分析(IX) :
第5学年単元「わたしたちのくらしと自動車工業」の
場合

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-12-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 關, 浩和, 吉水, 裕也, 山内, 敏男, 福田, 喜彦, 吉田,

繁之, 森, 清成, 土松, 拓生, 小寺, 研

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10132/17219URL



兵庫教育大学学校教育学研究, 2017,

社会科固有の
一第 5学

第30巻, pp 39-48

「読解力」 形成のための授業構成と実践分析
年単元 「わたしたちのく ら しと自動車工業」 の場合一 
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究を始めるにあたり , 「社会科固有の読解力」 について , 次の仮説を立て
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( 1 ) 社会科固有の読解力は, 対象に即した科学的理論をベースにして形成される。 

( 2 ) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験 ・ 表現活動ではなく , 分析的な探究活動を通して形成される。 

( 3 ) 社会科固有の読解力によ り形成される認識は, 主観的知識の增殖ではなく , 客観的知識の成長であるc 

上記の仮説に基づき , 第 9 年次となる今年度は, 第 5 学年単元 「わたしたちのく ら しと自動車工業」

た。 高い技術や性能をもつ自動車を取り上げ, 「電気自動車は, 技術や性能がいいのに, なぜ , あま

う か」 を主発問に, 子どもの経験を引き出した後, 

試み, 教師の期待する読解にほぼ成功した。 

キーワー ド : 小学校社会科 , 産業学習 , 読解力 , 

科学的根拠に基づいた資料の読解を経て , 

資料活用, 

1 問題の所在
本研究は , 社会科固有の読解力形成のあり方を探るも
のである。 大学と附属学校の連携による社会科授業研究

は, テーマを 「社会科固有の読解力形成のための授業構
成と実践分析」 と して進めている。 昨年度は , 第 4 学年
単元 「住みよいく ら しと水」 を取り上げ, 加東市と兵庫
県内で一番水道料金の安い赤穂市を比較して , 「同じ水
道水なのに, なぜ , こ んなに水道料金に違いがあるのか」

いう学習問題を設定して活発な追究を展開した。 本実

は, 人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守
ために必要な飲料水に焦点をあて , 

向上に関わる内容である。 身近にあ

事業を運営する水道事業体によって , 

良好な環境の維持

る水道だが, 水道
水道料金に違いが

ある。 理由は , 水源からの距離や原水の水質 , 水道の敷
設時期などによって , 水道事業にかかる経費が異なるた
めである。 水道水は, 飲料水と してつく られた水であり , 
電気やガスと と もに, 人々の安全で健康な生活と良好な
生活環境を守るための必須のイ ンフラである。 安全で健

康な水道水をつく るためには当然コス ト がかかる。 その

コス トは, 施設設備の維持 ・ 管理だけでな く , その地域
の自然的条件や社会的条件地域によって差が出て く る。 

その理由を読解しよう と したのが本実践である。 理由を

解明するために子どもの多様な意見をベースに水道料金

の差が出てく る違いを集約していつた過程は評価できる

が, 提示する資料の問題や子どもの解釈の口今味の弱さが
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とは何かを解明しよう とするものである。 本研

ている。 

の開発 ・ 実践を行

り普及しないのだ

現実生活につなげる読解

っ

ろ

を

課題と して残った。 提示する資料の問題では, 教師選択
の資料を読解するだけの授業になっている点で , 子ども
の思考過程が閉じられたものになっているのではないか。 

また, 加東市の水はきたない , 赤穂市の水はきれいで終
わってはいないか。 こ れは , 解釈の口今味の弱さにもつな

がる。 加東市は, 面積が広 く , 水源も遠く , 配管の長さ
も必要であり , 安定供給のために様々なリ スク を想定し

て , 水道事業を展開している。 水道料金の差は, そのた
めのコス トであるという読解が必要である。 結果と して , 
原水の水質の違いや水源からの距離の違いは共有化でき

て

し

料

摘

いるが, 本質的な因果関係が共有化されないまま結実
ている。 本時で解明できない部分を解決するための資

を子どもが収集し , 
された。

そこで , 今年度は, 

選択して追究する場の必要性が指

昨年度の反省を踏まえて , 
での研究成果を活かせる よ う

たちのく ら しと自動車産業」

に, 第 5 学年単元
これま

「わたし

において , 読解力形成過程
について , 客観的な知識の成長を評価するために , 
手順で研究に取り組むこ とにした。 

次の

① 「わたしたちのく ら しと自動車産業」 の単元を設定し ,
経験を引き出す段階 ・ 根拠を明確にする段階 ・ 現実生

活につなげる段階を設定し , 
る。 

②本研究の中心教材と して, 
るため

ース 教授

教授
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単元構成を共同で立案す
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点で資料を収集する。

③授業実践の過程は, 子どもの読解の過程がたどれるよ
う に , 子ども自身の考え を表現 させ , ワーク シー ト
(授業記録) をポート フ ォリ オ的に保存する。 

④教師は, プリ ント配布資料の読み解き過程と子どもの
ワーク シート を質と量の両面から分析し , 読解の成長

過程を把握し , 評価する。
⑤読解力形成のための授業構成を評価し , 次の実践に活
かせるよう にする。 

2 授業構成のねらいと実
2.1 教材解釈

際

(開 浩和) 

本単元のねらいは, 電気自動車に焦点を当て , 普及率
の低さの理由を探っていく こ とにより , 価格, 走行距離, 
イ ンフラなどの視点を明らかにし 「自動車工業は, 多様
性がある中で安全面と環境面に配慮した自動車づ く り を

行っているこ とがわかる l である。 

これまで子どもは, 社会科の学習を通して 「農業」 や
「水産業」 といった食料生産において , 「消費者」 と 「生
産者」 のそれぞれの立場での視点を明確にした学習を行っ

てきた。 「消費者」 の立場では, 食に対して一層の 「安
心」 「安全」 を求めるよう になり , 見極める目をもつこ
と。 「生産者」 の立場では, 消費者の多様なニーズに応

えるべく , 生産者の顔写真の公開, 追跡可能性 ( ト レー
サビリ テイー traceabil ity) , 産地直送や地産地消な ど , 
消費者に安心 ・ 安全なものを提供しているこ と。 また , 
国産や地元産の付加価値を与えるこ とで 「ブラ ン ド化」

を図り , 安い外国産に押されないよう に独自の生き残り
戦略を立てているこ と な どを学んでいる。 子どもにと っ

て, 食料品や工業製品は, 生活の中に密着しており , 身
近な存在である。 しかし , 自動車は, 消費者という立場
に立ったと きに, 実際に運転していないので , 自分事と
して提えられてはいない。 自動車は , 生活に必要な物で
あるという 認識はあっても , 自動車がなぜ必要なのかと
いう と こ ろまでは至っていない。 子どもには , 自動車工
業を通じて 「多面的な見方 ・ 考え方」 を身に付けさせた

い。 具体的には, 消費者の購買選択と生産者の自動車づ
く り の多様性を踏まえて , 需要と供給の関係性について
より深められると考え , 本単元を設定した。
本単元では , 「ハイ ブリ ッ ドカー」 を始め 「燃料電池

車」 , 「自動ブレーキ」 , 「自動運転」 など環境や安全に配
慮した様々な高い技術を駆使した車が開発されているが, 
中心教材と して 「電気自動車」 に焦点を当てる。 

電気自動車は , モーターで駆動しているため通常のガ
ソ リ ン車やハイ ブリ ッ ド カーのよ う にエ ンジンが存在し

ない。 つまり , 一切排気ガス (二酸化炭素) を排出しな
いという観点から , 環境にやさ しい車と して関心が高まっ
てきている。 しかし , 新車販売台数で統計を取ると 「ハ
イ ブリ ッ ドカー」 と 「軽自動車」 が多 く の割合を占めて

いる。 このよう に , 電気自動車は , 「燃料がいらない」 , 
「有害なガスが出ない」 と いった環境面に配慮された優

れた自動車だがまだまだ普及率は低い。 そこには, 明確
な理由がある。 まず, 価格の高さである。 高価格になる
理由は , 高価なリ チウムイ オン二次電池を使っているこ

と , 生産台数が少ないこ とが挙げられる。 次に, 蓄電性
能に限りがあるこ とによって走行距離が短く なってしま

う こ とである。 そして , 利便性の面から考えても充電ス
タ ン ドが少ないという イ ンフラ整備の不十分さ も挙げら

れる。 以上のよう な理由を一つ一つ検証し紐解いてい く

こ とで , 関心が高まってきているにも関わらず普及しな
い理由について多面的に捉えるこ とができると考えた 0 

単元を貫く 学習問題を 「なぜ, 技術や性能が良いのに, 
電気白動車はあまり普及していないのだろうか」 と した 0 

第一次は , 「自動車に何を求めるのか」 と して , 自動車
と人々のく ら し を見つめるこ とで , 消費者と生産者の立
場に立って考えられるよう にする。 第二次は, 「電気自
動車について考えよう」 と して , 自動車の仕組みや社会
とのつながりについて , 自分の生活に関連付けて捉えら
れるよう にする。 第三次は , 「工業製品に求められてい

るものは何だろう」 と して 「高性能でも多 く 売れるとは

限らない」 という 意見をも とに , 他事象に当てはめて考
え られるよう にする。 人々の生活は多様化しており , そ
の多様なニーズに応えるべ く工業生産は成り立っている

という こ とに気づけるよう にする。 そして , 事象の正確
な把握のために , 明確な数値や図 ・ グラ フが明記されて

いる因果関係が明確な資料を扱う こ とで , より説得力の
ある意見を導き出せるよう にしていきたい。

2.2 単元の指導
単元名 「わたしたちのく ら し と自動車工業」

2.2.1 目標
0 消費者のニーズや環境面に配慮した自動車づく り につ
いて , 意欲的に調べ積極的にかかわろう と している。

【関心 ・ 意欲 ・ 態度】

0 我が国の自動車工業は, 消費者のニーズや環境面に配
慮して自動車づ く りがなされているが, 性能の良さ と
普及率の違いの因果関係を思考できている。

【社会的な思考 ・ 判断 ・ 表現】

0自動車工業の現状について考えるために, 根拠に基づ
いた資料を効果的に活用して , 比較 ・ 関連付けさせな
がら意見につなげている。 【観察 ・ 資料活用の技能】

0 工業生産に従事している人々の工夫や努力によって国
民の生活を支えているこ と , 消費者のニーズに応えて
いるこ と を理解している。

【社会事象についての知識 ・ 理解】

2.2.2 単元計画 (全10時間) (次頁参照)
2.3 授業の実際
2.3.1 第一次 「自動車に何を求めるのか」

一既有知識から学習問題を生み出す一

まず, 消費者の実態を把握するために, 事前に子ども
と保護者に, 自家用車に関するアンケート を実施する。 
その結果, 「購入する際に大切にしたこ と」 の項目に一
定の傾向が見られている。 それは , 「価格」 , 「燃費」 , 
「デザイ ン」 という基準である。 



2.2.2 単元計画 (全10時間) 
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白 
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る 
の 
か 

3時間 

:-ついて考える。 

0 メ ーカーが社会に送り出したい自 
動車づく りについて考える。 

0電気自動車の試乗体験をする。 

・ 事前に保護者に 「保有している車」 

と 「購入する際に大切にしたこ と」 

についてアンケー ト をと り意識調査 

を行 う。 

・ 認識を広げて問いを生み出しやすい 

よ うにするために , Web マ ッ プを用 
いる。 

・ アンケー ト結果を基に, 消費者が求 
めているニーズを把握でき るよ うに 

する。 

・ メ ーカー (自動車会社) が, それぞ 
れ売り出している最新技術につい調 

べ, 各社の特徴や特色をつかめるよ 
うにする。 

・ 大手 6社に限定し , 各グループにつ 
き 1 社を担当し調べていく こ とでそ 
れぞれ絞り込んで調べやすく する。 

・ 日産 「リーフ」 の乗車体験を通じて, 
ガソリ ン車との違いに気づけるよ う 

にする。 

・ 全て電気だけで走っているこ と を説 

明するこ とで , 空気を汚さない車だ 
とい う点を認識できるよ うにする。 

・ 自分の家庭のこ とだけで 

な く , 他の家庭の実態を 
知ろ う と している。 

・ アンケー ト結果から得ら 

れた情報を基に, 消費者 
のニーズについて正確に 

把握できている。 

・ 各社の独自の取り組みを 

おおまかに理解できてい 

る。 

・ 大手 6社のそれぞれの取 
り組みについて, 積極的 
に調べよ う と している。 

・ エ ンジン音や動き出し , 
走行感の違いなどに気づ 

けている。 

・ 自動車への興味 ・ 関心が 

高まっている。 

なぜ, 技術や性能が良いのに, 電気自動車はあまり普及していないのだろ うか。 l l 第二次 

気 
白 
動 
車 
に 
つ 
い 
て 
考 
え 
よ 
う 

4時間 

M連工 i場
の関係性を資料から考える。 

0電気自動車の普及率の低さについ 
て話し合い, 必要な資料を調べる。 

0電気白動車の普及率の低さについ 
て検証する。 【本時】 

・ 自動車の出来上がる様子を理解させ 

るために, 各工程の内容と工夫して 
いる点について白分で調べて気づい 

たこと を発表させる。 

・ 消費者 (保護者) のニーズを想起さ 
せることで , 価格, 燃費, 給油 (充 
電) スタ ン ドの 3点を重視したこと 
を認識でき るよ うにする。 

・ 2015年度版の車名別新車販売台数の 
ラ ンキングを発表することで , 電気 
自動車の普及率の低さに気づけるよ 

うにする。 

・ 車両価格 (自家用車) や走行距離な 
ど様々な視点で比較し , コス トの違 
いに気づけるよ うにする。 

・ 製造工程だけでなく , 部 
品の種類, そこで働く 人 
の工夫や努力についても 

気づけている。 

・ 低さの原因について, 消 
費者のニーズに関連づけ 

て予想を立てられている。 

・ 各家庭の価値観やライ フ

スタイルの違いによって 

生ずる因果関係について 

理解 している。 

・ 価格, 走行距離, イ ンフ 
ラなど, 科学的根拠に基 
づいた資料を基に, 白分 
なりの明確な意見が述べ 

られている。 l 第三次 

工 
い 、 

業 
る
も
製 
ロ

の 口ア口 

に 
は 、、 
求 

何 
だ
ろ 
れ 

つ て 

3時間 

0身の周一生能が良いの iこ売
れなかった事象を探す。 

0性能が良いのに売れなかった事象 
を交流し , 資料を比較しながら原 
因を考える。 

0売れるものの条件を一般化する。 

・ 「高性能でも多 く 売れるとは限らな 

い」 とい う意見をもとに, 他事象に 
当てはめて考えられるよ うにする。 

・ テ レビゲーム (W i i U) の事象を教 
師から提示 し子どもたちの資料や白 

動車工業の資料の比較資料とする。 

・ 消費者と生産者の立場で考えるこ と 

で, 双方にとって有益な関係が成り 
立っているこ とに気づけるよ うにす 

る。 

・ 「消費者は価格と性能のバランスを 

みて購買選択をしている」 とい う概 

念的知識に気付けるよ うにする。 

・ 概念的知識を他事象に当 

てはめて考えられている。 

・ 自分なりに売れるものの 

条件を定義付けできてい 

る。 
















